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「大都会のためのノクターン」

～黄金比を用いたチューニングによるギターとテープのための作品
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明星大学
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概要

本作品は、弦楽器族の調弦を黄金比にしたらどのよう
なサウンドが得られるか、といった試みの一つとして
作曲したものである。ギターの各弦は黄金比で計算さ
れたピッチでチューニングされ、身の回りの自然の音
や生活音を録音したテープ（録音音源）に合わせて演
奏するミクストメディア作品である。

Duration: 6 minutes, Instrumentation : Guiter, Tape
演奏時間：約 6分、編成：ギター、テープ

1. はじめに

通常、弦楽器の調弦は完全 5度や完全 4度のように
心地よい響きになるように設定されている。西洋クラ
シック音楽の音律と音楽は、ピタゴラスによる音律に
示されるように、3/2ないし 2/3の比率となるピッチ集
合をベースに展開されてきた。近年ではドレミの 12音
によらない音楽作品が多く存在するが、筆者の研究で
は、新しく楽音のピッチを決めるときには、何らかの
自然法則やシステムをよりどころにして決めるという
方針をとっている。これまでにもヴァイオリンの調弦
を黄金比やネイピア数を使ってピッチを計算して、そ
の調弦による作品を作ってきた [1,2]。本稿では黄金比
に基づいた音律でギターの調弦を変えた場合の実施例
について述べる。本作品における黄金比調弦の使用の
意図については、自然や宇宙を表す音楽をギターに奏
させたいため、ドレミのような西洋的で人工的な音楽
とは異なるサウンドを得るための一手法として、この
ような自然法則から得られる音律を利用することにし
た。なお、この曲は 2017年に初演 [3]された後に、よ

り黄金比調弦のサウンドが実感できるように修正した
版である。

2. 黄金比による音律の生成

ギターの各弦のピッチを黄金比（約 1.618）にする
と、当然、純正律のように単純な整数比ではないピッ
チなので不協和度の高い音程になる。一般的に聞き心
地の良い音楽にはならないが、独特のサウンドになる
期待は十分持てる。その音律の聴衆が受ける効果につ
いては、参考文献 [1]に示したように特異性や新規性
がアンケートによって示されている。黄金比による音
律の計算の原理自体はピタゴラスが行ったのと同じで、
違うのは音律を計算するときの乗数を 3ではなく黄金
比にしたことである。すなわち、Pを音律のピッチ、i
を計算回数 (i = 0, 1, 2, 3 . . . )、cを乗数、mを素数、そ
して P0を初期値とすると、

Pi+1 = Pi ∗ c(if Pi+1 > 2P0 then Pi+1 = Pi+1/m) (1)

と、再帰的にピッチ列を計算した。ここで、オクター
ブ内に音律を抑え込みたいので、括弧内の if文に示す
ように、Piが P0の 2倍になったときに素数mで除算し
ている。式 (1)の計算例として、P0 = 261.6 (frequency
of C4, Hz)で cを黄金比、mを 5にした場合を図 1に
示す（計算の詳細については参考文献 [2]を参照）。さ
らに、図 1で計算された周波数をもとに、ギターの調
弦のピッチを図 2のように決めた。図 2の“ ’ ”は、「そ
の音名に近いが異なるピッチの音である」ということ
を意味している。
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図 1: Sequence of Pi, c = Golden ratio(1.618), m = 5.

3. 音源の録音

音源については、ICレコーダ（Zoomハンディレコー
ダ、ステレオ）で録音し、エディタでカット・編集しWav
ファイルとして保存した。都会の郊外の夜をイメージ
し、実際に東京西部の多摩地域のとある町中で録音を
行った。素材は、ビル風、虫、バイク、車、電車、川の
水流、カラス、セミ、鳩、台所の音である。台所の音
とは朝食を作る時のまな板を包丁でたたく音である。
次に、これらの録音した音源を切り貼りするのであ

るが、曲中では 13秒を 1小節にしており、その 13秒
を基準にしてシーン（音の種類の組み合わせなど）を
切り替えるように編集を行った（図 3以降を参照）。奏
者はこの音源の変化を頼りに演奏を進行させる仕組み
になっている。ここで、13という数字は、整数として
は黄金比を意識した数字で、すなわち 8+5を意図して
いる。この 8と 5はフィボナッチ数の数字で、8/5=1.6
は黄金比 (約 1.618)の簡単な近似値でもある。

4. 作品の構成

この音楽は、自然（星や宇宙も含む）と私たちの生
活の対比・融合を意図しており、比喩的な言い方をすれ
ばある種の対話を表現しようと思って作曲した。例え
ば、ギターで星や月の光から受ける印象を表現し、そ
してテープ (録音音源)では身の回りの自然音や人間の
生活音を提示し、これらをミックスさせて構成した曲
となっている。なお、演奏においては真っ暗で静寂な
ホールで実施され、奏者は音源を頼りに暗譜で演奏す
ることを期待している。

作品の大まかなイメージと構成は以下の通りである。
「騒がしい都会での日常や仕事に疲弊したときに

は、暗闇の中で静かに瞑想をしてみてはいかがだろう
か。この曲は都会での生活に疲れた人のための夜想曲
である。
第 1部は夕暮れの一番星の瞬きから始まる。星と月

から放たれる繊細な音色に耳を傾ける。その後、場面
は地上へと移ると、星々は雲と雨によって消えていく。
第 2部では、虫の鳴き声、池に飛び込むカエルの音、

夜明け前の始発電車や車の音が表現される。そして鳥
のさえずりと鐘の音が聞こえ、母親が朝食を作り始め
る。夜が明けるときが来た。」
演奏方法は次の通りである。①ギタリストは舞台上

に座り、②ギターを床に寝かせて待機。③照明を暗転
させたのちに、④音源を再生する。⑤以降、楽譜に示
されるように音源に合わせて演奏する。
音は全体的に小さく、ギターの奏法には、指で弦を

押える音、弦をなぞる音、円く手のひらを回転させて
弦を擦る音、などの特殊奏法が多くを占める（スコア
に詳細は記載）。
図 3以下に、楽曲のスコアを一部紹介する。図 3は

第 1部の冒頭で、夜空に見える一番星の瞬きを音に表
現したものである（もちろん実際には聞こえない音で
あるが）。やがて、星がいくつも見え、風が吹いてき
ている様子を示している（図 4）。やがて月が昇り輝く
が、それも雲に遮られ、ついには雨が降り出してしま
う（図 5）。
第 2部では、視線が地面に降りてきて、夜中の自然

の情景や身の回りの出来事の描写になる。図 6では回
転させた手によるギターのゴロゴロした音が大地を示
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図 2: 黄金比 (m =5)によるギターの調弦例.

し、虫の声やカエルが池に飛び込む音（実際には単な
る水滴の音）が聞こえ、やがて明け方に近づくにつれ
人間の活動による音が聞こえてくる。遠くに聞こえる
バイクや車、一番列車といった周辺音などを登場させ
ている（図 7）。これが壮大な大自然の音の音楽ではな
く、より普段の生活に近い音を題材としているのでタ
イトルを都会（人）のためのノクターンとした。大都会
と言っても、新宿や六本木のようなど真ん中ではなく、
大都会の辺縁のちょっと自然がまだ残る郊外の街のイ
メージである。図 8は曲の最後で、空が白みかかって
きて鳩が鳴き、明け方に台所で朝食を作っているよう
な、まな板を包丁でトントンと叩いている音で締めく
くった。

5. まとめ
本作品では、新しいハーモニーの生成のために自然

法則から導かれる黄金比を用いた音律をギターの調弦
に用いた。また、都会の近郊の夜をイメージした音源
を制作し、その音源に合わせて暗いステージでギター
を演奏するミクストメディア作品について概説した。
参考音源として 2017年版の演奏は以下のURLにて

視聴できる。
https://www.youtube.com/watch?v=22Vf2y5KCH8

(YouTube)
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1973年広島生まれ。東京と埼玉で育つ。早稲田大
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この作品は、クリエイティブ・コモンズの表示 -非営
利 -改変禁止 4.0国際ライセンスで提供されていま
す。ライセンスの写しをご覧になるには、 http://

creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/ をご覧頂くか、
Creative Commons, PO Box 1866, Mountain View, CA 94042, USAま
でお手紙をお送りください。
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図 3: Blink of the first star in the dark sky.

図 4: Wind blowing in a building.

図 5: Moonlight thorough clouds, and rain drops.
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図 6: Sound of the earth and voice of insects.

図 7: Sound of splash by frog jumping into a pound, and sound of the first train passing.

図 8: Singing birds and sound of knife when making breakfast in the dawn.

– 40–


	 ã膯ã膘ã芁ã膫
	 é뮄é螑æ꾔ã膫ã芈ã芋é龳å뺋ã膮ç钟æ袐
	 é龳æ몐ã膮é貲é龳
	 ä붜å鎁ã膮æꞋæ袐
	 ã膾ã膨ã芁
	 å辂è肃æ隇ç貮
	 å辂è肃ä붜å鎁
	 è醗è肅ã莗ã莭ã莕ã芣ã莼ã莫

